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香
川
労
災
病
院
が
『
高
度
型

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
』

の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
２
０
２
１
年
４
月

『
高
度
型
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
』
の
指
定
を
う
け
ま

し
た
。
全
国
に
４
０
５
か
所
の

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
、
地
域
で
ト
ッ
プ
の
が
ん

治
療
成
績
を
収
め
る
病
院
を
高

度
型
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
と
し
て
２
０
１
９
年
か
ら

厚
生
労
働
省
は
指
定
し
、
今
回

ま
で
に
51
施
設
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
よ
り
当
院
は
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に

指
定
さ
れ
、
地
域
の
皆
様
に
質

の
高
い
が
ん
医
療
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
や
様
々
な
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
、
厚
生
労
働
省

よ
り
『
高
度
型
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
』
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

高
度
型
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
の
特
徴

高
度
な
が
ん
医
療

　

高
度
型
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
は
、
手
術
、
抗
が
ん

剤
治
療
な
ど
の
高
度
な
が
ん
の

診
療
実
績
が
各
地
域（
２
次
医
療

圏
）に
お
い
て
最
も
優
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
当
院
で
は

新
規
院
内
が
ん
登
録
数
約
１
，

３
０
０
件
、
が
ん
治
療
手
術
件

数
年
間
約
６
０
０
件
、
抗
が
ん

剤
治
療
件
数
約
１
，
７
０
０
件
、

放
射
線
治
療
３
０
０
件
以
上
な

ど
の
実
績
が
あ
り
、
が
ん
の
診

療
は
西
部
医
療
圏
に
お
い
て
最

も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
労
災
病
院
で
は
、
最
新

の
手
術
手
技
、
最
新
の
カ
メ
ラ

を
用
い
た
高
精
細
手
術
、
Ｉ
Ｃ

Ｇ
蛍
光
法
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
精
緻

で
患
者
様
に
優
し
い
手
術
や
未

来
型
の
手
術
療
法
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
抗
が
ん
剤
、
分

子
標
的
薬
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
薬
な
ど
最
新
の
薬

物
療
法
は
ど
の
薬
剤
も
早
期
に

導
入
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

３
年
に
整
備
し
た
救
急
棟
２
階

の
外
来
化
学
療
法
室
で
は
医
師

の
指
示
に
よ
り
、
が
ん
薬
物
療

法
認
定
薬
剤
師
２
名
、
が
ん
化

学
療
法
認
定
看
護
師
３
人
が
中

心
に
な
り
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
っ
て
副
作
用
対
策
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
関
し
て
は
放

射
線
治
療
専
門
医
が
在
籍
し
、

高
度
で
精
密
な
放
射
線
治
療
が

提
供
で
き
る
体
制
も
整
え
て
い

ま
す
。
新
棟
を
建
築
し
、
２
０

２
３
年
春
に
は
放
射
線
治
療
を

中
断
す
る
こ
と
な
く
最
新
の
治

療
器
へ
の
更
新
を
行
う
予
定
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
物
や
手
術
や
放

射
線
を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的

治
療
を
行
い
、
患
者
様
に
ベ
ス

ト
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
ゲ

ノ
ム
医
療
に
も
取
り
組
む
た
め

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

中
西
讃
の
が
ん
治
療
の
中
心

と
し
て
手
術
・
放
射
線
・
抗
が

ん
剤
の
３
本
柱
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
当
院

の
使
命
と
考
え
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

が
ん
に
な
っ
た
場
合
、
さ
ま

ざ
ま
な
痛
み
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
緩
和

ケ
ア
チ
ー
ム
へ
の
患
者
様
の
紹

介
件
数
は
２
７
０
件
以
上
で
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
が
ん
患
者

様
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
に
診

断
時
か
ら
迅
速
か
つ
適
切
な
緩

和
ケ
ア
を
切
れ
目
な
く
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
院
内
に
緩

和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

香
川
県
、
各
医
師
会
、
薬
剤
師

会
な
ど
外
部
の
機
関
と
連
携
を

開
始
し
ま
し
た
。
香
川
労
災
病

院
緩
和
ケ
ア
検
討
会
を
開
催
し
、

患
者
様
や
ご
家
族
の
痛
み
や
困

っ
た
こ
と
の
解
決
、
生
活
の
質

の
担
保
な
ど
の
た
め
に
、
地
域

の
病
院
、
診
療
所
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
調
剤
薬
局
等

と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

が
ん
相
談
支
援
部
門
に
、
医

療
者
を
配
置
し
、
が
ん
と
診
断
、

治
療
な
ど
で
患
者
様
の
不
安
、

心
配
ご
と
の
へ
の
対
応
能
力
を

高
め
ま
し
た
。
ま
た
入
院
時
や

手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
な

ど
治
療
開
始
時
に
生
活
の
し
や

す
さ
の
質
問
票
を
用
い
て
、
か

ら
だ
の
つ
ら
さ
、
こ
こ
ろ
の
つ

ら
さ
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、

早
期
に
的
確
に
皆
様
の
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。
全
体
で
は
２

０
２
０
年
に
は
約
１
，
８
０
０

件
の
相
談
が
あ
り
、
が
ん
の
治

療
、
抗
が
ん
剤
副
作
用
、
緩
和

ケ
ア
、
医
療
費
な
ど
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、

年
間
１
，
８
０
０
件
以
上
の
人
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香川労災病院の理念

働く人々や地域の人々に

安全で安心のよりよい

医療と看護を提供します

國
土　

泰
孝

副
院
長

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院（
高
度
型
）

の
指
定
に
つ
い
て
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間
ド
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
と
精
密
な
診
断
の
た

め
、
一
昨
年
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
昨

年
は
Ｃ
Ｔ
を
最
新
の
装
置
に
更

新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
の

治
療
と
就
労
の
両
立
支
援
に
も

取
り
組
み
、
産
業
医
の
先
生
の

研
修
会
や
会
社
と
の
相
談
窓
口

等
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、

再
就
職
な
ど
の
支
援
も
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
は
変
異

株
の
拡
大
な
ど
で
、
先
は
見
通

せ
ま
せ
ん
が
、
香
川
労
災
病
院

は
地
域
の
な
か
で
、
患
者
様
・

家
族
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に

考
え
、
香
川
の
総
合
的
な
が
ん

治
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
さ
ら

な
る
飛
躍
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
職
員
一
同
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
令
和
３
年
４
月
１
日

四
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
吉
野

院
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。

　

『
高
度
型
の
指
定
は
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
や
信

頼
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
と
い

う
こ
と
。
香
川
労
災
病
院
は
今

後
も
地
域
の
中
核
病
院
の
役
割

を
果
た
し
、
機
器
や
人
材
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。』

　

我
が
国
の
食
生
活
の
変
化
に

よ
り
、
大
腸
癌
、
特
に
直
腸
癌

の
発
症
率
が
非
常
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
直
腸
癌
と
い
う
と
、

人
工
肛
門
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。
肛
門
の
す
ぐ
そ

ば
に
癌
が
で
き
た
場
合
は
、
確

か
に
、
人
工
肛
門
と
な
り
ま
す

が
、
腹
腔
鏡
手
術
の
進
歩
に
よ

っ
て
、
肛
門
温
存
率
が
向
上
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
導
入
さ

れ
、
さ
ら
に
肛
門
温
存
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
も
昨

年
秋
か
ら
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ⓡ

）を
直
腸
癌
に
導

入
し
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
う
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
す
る
よ
う
に

連
想
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
っ
て
人
間
が
手
術
を

行
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
と
は

異
な
り
、
鉗
子（
は
さ
み
、
臓
器

を
持
つ
道
具
な
ど
）の
先
端
が
自

由
に
手
先
の
よ
う
に
動
き
、
３

Ｄ
高
解
像
度
、
立
体
観
察
で
の

非
常
に
繊
細
な
手
術
で
、
出
血

量
減
少
、
が
ん
の
根
治
性
と
排

便
・
排
尿
・
性
機
能
な
ど
術
後

機
能
温
存
の
両
立
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
直

腸
癌
に
か
か
ら
れ
て
も
人
工
肛

門
も
な
く
、
小
さ
な
傷
で
治
療

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
全
国
で
人
工
肛
門
の
手

術
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延

の
た
め
、
多
少
の
肛
門
出
血
が

あ
っ
て
も
、
「
痔
」
と
思
い
、

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
ず
、
進

行
癌
で
発
見
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

直
腸
癌
の
発
生
部
位
、
進
行

度
な
ど
に
よ
り
、
治
療
法
は
変

わ
り
ま
す
が
、
早
期
に
診
断
、

治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
善
の
治
療
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
施
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
日
々
研
鑽
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
便
に
血
が
混
じ
っ
た
り

す
れ
ば
、
遠
慮
な
さ
ら
ず
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

村
岡　
　

篤

外
科
部
長

直
腸
癌
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

　

東
３
病
棟
は
、
泌
尿
器
科
と

内
科（
主
に
腎
臓
・
代
謝
系
）の

病
棟
で
す
。
泌
尿
器
科
で
は
前

立
腺
癌
、
膀
胱
癌
、
尿
管
結
石

な
ど
の
検
査
や
手
術（
約
40
件
／

月
）、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法

な
ど
様
々
な
病
期
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
前
立
腺
癌
に
対
し
て

は
２
０
１
９
年
６
月
よ
り
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」

が
導
入
さ
れ
、
術
後
翌
日
か
ら

動
け
る
よ
う
に
な
り
術
後
の
回

復
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
腎

臓
・
代
謝
系
で
は
、
糖
尿
病
教

育
入
院
、
慢
性
腎
不
全
や
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
な
ど
の
治
療
、

看
護
や
透
析
導
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
多

く
、
毎
日
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
い
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

思
い
に
寄
り
添
い
そ
の
人
ら
し

い
選
択
が
で
き
る
よ
う
共
に
考

え
、
支
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
医
師
、
薬
剤
師
、

認
定
看
護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
リ
ハ

ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
の
多
職

種
と
連
携
し
、
少
し
で
も
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
が
安
全
安
心
な

療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
も
よ
く
、
笑
顔
と
自
己
研

鑽
を
忘
れ
ず
に
日
々
頑
張
っ
て

い
る
病
棟
で
す
。

　

物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と

不
安
に
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は

突
然
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
物

忘
れ
や
記
憶
障
害
か
ら
徐
々
に

一
人
で
生
活
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
な
る
一

歩
手
前
の
予
備
軍
の
状
態
を

軽
度
認
知
障
害（M

C
I

：M
ild

Cognitive 
Im
pairm

ent

）と
い

い
ま
す
。
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
て

も
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、
軽
度

認
知
症
障
害
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
軽
度
認
知
障
害
と
診
断

さ
れ
た
人
の
う
ち
、
年
間
10
〜

30
％
が
認
知
症
に
進
行
す
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
一
方

正
常
な
レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
人

も
い
ま
す
。

□
「
約
束
を
よ
く
忘
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
」

□
「
探
し
も
の
を
す
る
こ
と
が

　
　

増
え
た
」

□
「
身
だ
し
な
み
に
無
頓
着
に

　
　

な
っ
た
」

□
「
趣
味
へ
の
興
味
が
な
く
な

　
　

っ
た
」

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方

は
、
食
習
慣
の
見
直
し
や
定
期

的
な
運
動
、
楽
し
み
な
が
ら
認

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど

認
知
機
能
の
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

東
３
病
棟
師
長

部
署
紹
介
「
東
３
病
棟
」

平
井　

有
美

吉
川　

明
美

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

「
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」を

　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
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ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
最

も
古
い
伝
統
と
格
式
あ
る
オ
ル

デ
ン
ブ
ル
ク
州
立
歌
劇
場
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
開
演
間
際
。

舞
台
袖
か
ら
ふ
と
覗
き
ま
し
た
。

客
席
に
は
ぎ
っ
し
り
の
ド
イ
ツ

の
人
々
。
人
口
16
万
の
市
民
全

員
が
や
っ
て
来
た
か
の
よ
う
。

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
耳
が
肥
え
て

い
そ
う
で
す
。
私
の
緊
張
は
ピ

ー
ク
。
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
思
い

は
も
う
嫌
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
ん

か
や
め
て
し
ま
い
た
い
。
容
赦

な
く
鳴
る
拍
手
。
「
ト
イ
ト
イ

ト
イ
」（
欧
の
魔
除
け
の
言
葉
）

と
声
を
掛
け
合
い
ス
テ
ー
ジ
へ
。

１
曲
目
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア

ノ
五
重
奏
。
弾
き
始
め
る
と
雑

念
が
消
え
た
。
深
い
音
色
が
豊

か
に
響
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
正

確
で
柔
ら
か
な
ヴ
ィ
オ
ラ
、
力

強
く
優
し
い
チ
ェ
ロ
が
情
熱
的

に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
卓
越

し
た
表
現
力
を
持
つ
真
の
音
楽

家
達
と
の
一
体
感
。
終
演
ま
で

感
覚
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
「
無
」

に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
。
全
て

の
演
奏
を
終
え
、
気
が
付
く
と

割
れ
る
よ
う
な
拍
手
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
呼
び
鈴
が
鳴
り
「
真

穂
が
激
賞
さ
れ
て
い
る
！
見
て
」

新
聞
を
手
に
隣
の
ユ
ル
ゲ
ン
夫

妻
が
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
が

新
聞
各
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ「
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
グ
州
立
歌
劇
場
が

招
い
た
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
田

村
真
穂
は
、
神
秘
的
な
感
性
を

持
っ
て
彼
ら
と
調
和
し
、
客
席

を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
」

と
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
そ
れ
を

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
大
喜
び

し
、
私
に
３
つ
の
素
敵
な
贈
り

物
を
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
①
「
ド
イ
ツ
警
察
の
白

バ
イ
に
乗
る
」
〜
ユ
ル
ゲ
ン
は

同
僚
の
屈
強
な
警
察
官
た
ち
に

私
を
紹
介
。
州
警
察
署
内
を
案

内
し
大
き
な
白
バ
イ
に
跨
ら
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
私

の
足
が
短
す
ぎ
て
地
面
に
着
か

な
い
と
笑
い
「
な
ぁ
に
、
後
２

〜
３
年
し
た
ら
伸
び
て
届
く
よ

う
に
な
る
さ
」私
が
成
長
す
る
？

小
学
生
く
ら
い
の
子
供
だ
と
思

わ
れ
た
こ
と
が
判
明
。
年
齢
を

伝
え
た
ら
一
同
驚
愕
。
シ
ョ
ッ

ク
な
の
は
私
。

　

そ
の
②
「
オ
ラ
ン
ダ
に
ニ
シ

ン
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
に

行
く
」
〜
ユ
ル
ゲ
ン
の
巨
大
な

バ
イ
ク
の
後
ろ
に
乗
り
、
戦
時

下
ヒ
ト
ラ
ー
が
滑
走
路
に
も
使

え
る
よ
う
に
と
頑
丈
に
作
っ
た

速
度
無
制
限
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

を
約
２
０
０
㎞
／
ｈ
で
激
走
。

オ
ラ
ン
ダ
国
境
近
く
の
運
河
の

ほ
と
り
で
ニ
シ
ン
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
食
べ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
保
存
食
、
発
酵
熟
成
さ

れ
た
ニ
シ
ン
は
見
た
感
じ
生
臭

そ
う
な
の
に
新
鮮
な
お
刺
身
の

よ
う
で
一
切
の
臭
み
が
無
く
、

爽
や
か
な
柑
橘
系
の
香
り
を
持

つ
「
ヘ
ー
フ
ェ
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」
と
い
う
酵
母
入
り
の
白
濁

し
た
ビ
ー
ル
と
相
性
抜
群
。

　

そ
の
③
「
馬
に
乗
る
」
〜
彼

ら
の
娘
タ
チ
ア
ナ
が
馬
術
を
学

ぶ
、
森
と
畑
に
囲
ま
れ
た
広
大

な
厩
舎
へ
。
馬
術
大
国
ド
イ
ツ

の
子
供
は
、
幼
い
頃
か
ら
雄
大

な
自
然
の
中
で
馬
と
触
れ
合
い

心
身
を
鍛
え
学
び
成
長
し
ま
す
。

私
？
竹
馬
な
ら
得
意
だ
け
ど
乗

馬
は
初
。
ド
イ
ツ
の
豊
か
な
森

を
大
き
く
て
温
か
な
優
し
い
馬

と
ゆ
っ
く
り
散
歩
。
あ
あ
父
母

や
妹
も
一
緒
だ
っ
た
ら
な
ぁ
。

　

不
安
な
異
国
の
地
、
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の
よ
う
な
警
察
官（
本
当

は
柔
道
家
）一
家
に
家
族
の
よ
う

に
だ
い
じ
に
し
て
貰
っ
て
、
歌

劇
場
で
の
仕
事
な
ど
演
奏
の
機

会
も
た
く
さ
ん
得
ら
れ
、
充
実

し
た
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

た
あ
る
日
の
こ
と
、
電
話
が
鳴

り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
で
す
。

今
度
来
日
す
る
「
ベ
ル
リ
ン
国

立
歌
劇
場
オ
ペ
ラ
」
の
字
幕
翻

訳
を
や
っ
て
み
な
い
か
？

 

連
載
⑦
へ
続
く

連載❻

ピアニスト 田 村 真 穂

「演奏家として」「演奏家として」

　田村真穂さんは丸亀市出
身で、パリ・エコールノル
マル音楽院を修了された後、
オルデンブルグ州立歌劇場
でヨーロッパデビュー。天
性の豊かな音楽性で聴衆を
魅了し、現在も国内外で幅
広く活躍されています。

ドイツ編②ドイツ編②

オルデンブルグ州立歌劇場
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新
任
医
師
の
溝
渕
と
申
し
ま

す
。
香
川
労
災
病
院
に
は
、
以

前
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

出
戻
り
の
か
た
ち
と
な
り
ま
す
。

専
門
は
病
理
診
断
で
、
ふ
だ
ん

は
患
者
の
み
な
さ
ま
と
お
会
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
気
を
診
断
し
た
り
、
原
因
を

調
べ
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

丸
亀
市
出
身
で
す
。
サ
イ
ク

リ
ン
グ
が
趣
味
で
、
休
日
は
満

濃
や
綾
川
方
面
に
出
か
け
た
り
、

近
辺
の
里
山
に
登
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
脳
神
経
外

科
の
馬
越
通
有
と
申
し
ま
す
。

岡
山
県
倉
敷
市
出
身
で
す
。
近

畿
大
学
医
学
部
卒
業
後
は
、
岡

山
市
立
市
民
病
院
で
初
期
研
修

を
終
え
、
岡
山
大
学
病
院
、
岩

国
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
後
期

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
院

に
進
学
後
は
、
脳
卒
中
後
う
つ

病
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
岡
山
大
学
病
院

で
１
年
間
勤
務
し
、
今
年
１
月

か
ら
香
川
労
災
病
院
に
赴
任
致

し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
ゴ
ル
フ
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
現
在
の

趣
味
は
サ
ウ
ナ
で
す
。「
サ
ウ
ナ

↓
水
風
呂
↓
外
気
浴
」
こ
の
サ

イ
ク
ル
を
３
〜
４
回
繰
り
返
す

こ
と
で
、
精
神
と
身
体
の
調
和

を
整
え
、
自
ら
が
ヒ
ト
で
あ
る

こ
と
を
確
認
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
で
は
脳
卒
中（
脳

出
血
・
脳
梗
塞
）や
頭
部
外
傷
、

脳
腫
瘍
だ
け
で
な
く
、
脳
血
管

内
治
療
・
脊
椎
脊
髄
疾
患
な
ど

も
診
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
結
構

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

４
月
に
着
任
し
ま
し
た
、
麻

酔
科
の
合
田
と
申
し
ま
す
。
観

音
寺
市
出
身
で
す
。
香
川
、
岡

山
、
高
知
を
経
て
、
今
回
７
年

ぶ
り
に
地
元
香
川
で
働
け
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

麻
酔
・
集
中
治
療
を
通
じ
て
、

患
者
さ
ん
の
周
術
期
の
安
全
管

理
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
他
科
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
と
協
力
し
て
診
療
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
早
く
新
し

い
環
境
に
溶
け
込
め
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
、
特
に
ソ

ロ
が
好
き
で
、
独
り
山
奥
で
焚

火
を
眺
め
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
度
令
和
３
年
４
月
よ
り

内
科
医
師
と
し
て
赴
任
い
た
し

ま
し
た
曽
根
尚
彦
と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
岡
山
県
に
あ
る

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
に

て
循
環
器
内
科
医
と
し
て
勤
務

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
医
師
10
年
目
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
循
環
器
内
科

を
専
攻
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
内
科
全
般
、
特
に
糖
尿
病

や
内
分
泌
、
腎
疾
患
な
ど
を
メ

イ
ン
に
診
療
に
当
た
ら
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

神
戸
大
学
医
学
部
出
身
で
そ

の
後
も
神
戸
で
６
年
、
岡
山
で

３
年
間
と
他
県
で
の
生
活
が
続

き
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
幼
稚

園
〜
高
校
時
代
ま
で
約
15
年
程

を
丸
亀
市
で
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
。
強
い
愛
着
の
あ
る
こ
の

土
地
で
診
療
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
よ
り
香
川
労

災
病
院
へ
赴
任
し
て
参
り
ま
し

た
、
消
化
器
内
科
の
末
次
史
幸

と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
香

川
大
学
医
学
部
付
属
病
院
や
屋

島
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
き
ま

し
た
。
出
身
は
北
海
道
旭
川
市

出
身
で
す
が
、
大
学
か
ら
香
川

県
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
生
活
の
中
で
香
川
県
に
居

心
地
の
良
さ
を
感
じ
、
そ
の
ま

ま
香
川
県
で
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
３
年

４
月
１
日
よ
り
消
化
器
内
科
に

赴
任
致
し
ま
し
た
山
田
学
と
申

し
ま
す
。
香
川
県
済
生
会
病
院
、

香
川
大
学
病
院
で
勤
務
し
現
在

に
至
り
ま
す
。
香
川
労
災
病
院

は
数
多
く
の
名
だ
た
る
諸
先
輩

方
が
勤
務
さ
れ
て
い
た
病
院
で

も
あ
り
、
僕
も
こ
こ
で
医
療
に

従
事
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
患

者
様
に
優
し
く
寄
り
添
い
、
少

し
で
も
患
者
様
が
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
な
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
日
々
精
進
し
て

お
り
ま
す
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー

や
ビ
ー
チ
で
過
ご
す
こ
と
が
好

き
な
の
で
夏
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
肌

が
黒
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

消
化
器
症
状
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

な
に
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
様
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
、

循
環
器
内
科
の
岩
野
貴
之
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
善
通
寺
市
で
、

岡
山
・
広
島
県
で
勤
務
を
行
い
、

こ
の
度
香
川
県
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
と
ド

ラ
イ
ブ
と
旅
行
で
す
。
ゴ
ル
フ

場
に
行
く
と
き
は
ゴ
ル
フ
も
楽

し
み
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
場
ま
で

の
山
道
の
運
転
も
楽
し
み
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
き
、
旅
行
で
き
る

日
が
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

新
任
医
師
紹
介

内科医師

曽根 尚彦
そ　ね なお ひこ

内科医師

末次 史幸
すえ つぐ ふみ ゆき

病理診断科部長

溝渕 光一
こう いちみぞ ぶち

脳神経外科副部長

馬越 通有
みち ありうま こし

麻酔科副部長

合田 慶介
けい すけごう だ

内科医師

山田 学
まなぶやま  だ

循環器内科医師

岩野 貴之
いわ  の たか ゆき
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皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
４

月
よ
り
外
科
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
大
谷
朋
子
と
申
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
香
川
大
学
を
卒

業
後
、
香
川
県
立
中
央
病
院
で

初
期
・
後
期
研
修
を
行
い
、
そ

の
後
は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
中
央
病
院
を
経
て
岡
山
大
学

大
学
院
に
入
り
ま
し
た
。
半
年

の
病
棟
業
務
の
後
に
、
２
年
半

の
研
究
を
終
え
、
香
川
労
災
病

院
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
丸
亀
市
出

身
で
も
あ
り
、
地
元
の
方
達
の

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
金
子
倫
也
と

申
し
ま
す
。
高
知
県
高
知
市
出

身
で
す
。
前
任
は
、
国
立
岡
山

医
療
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県
ト
ヨ

タ
記
念
病
院
な
ど
で
勤
務
し
、

人
工
関
節
や
骨
折
な
ど
の
外
傷

の
治
療
に
従
事
し
て
参
り
ま
し

た
。
休
日
は
、
野
球
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
１
日
で
も

早
く
、
中
讃
の
地
域
医
療
に
貢

献
出
来
る
よ
う
に
精
一
杯
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
初
め
ま
し
て
。
宇
津
朋

生（
う
づ
と
も
き
）と
申
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
整
形
外
科
で
勤

務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

出
身
は
大
阪
で
福
岡
の
産
業

医
科
大
学
を
卒
業
後
、
北
九
州

市
の
病
院
を
中
心
に
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

現
在
医
師
と
し
て
は
７
年
目

で
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
ま
で
は
整
形
外

科
と
し
て
全
般
的
に
学
ん
で
参

り
ま
し
た
が
、
外
傷
・
手
外
科

等
を
勉
強
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
は
ご
縁
が
あ
り
香
川
労

災
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
事
と
な

り
ま
し
た
。
四
国
は
初
め
て
で
、

ま
た
讃
岐
う
ど
ん
を
食
べ
た
経

験
が
ほ
と
ん
ど
な
く
皆
様
の
お

す
す
め
の
お
店
を
教
え
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に

所
属
し
て
お
り
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
時
折
フ
ッ
ト
サ
ル
等

は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近

は
全
く
動
い
て
お
ら
ず
危
機
感

を
少
し
覚
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
丸
亀
城
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
登
山

等
を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
以

上
で
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
事
に
な
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
整
形
外
科

の
梶
木
遼
太
郎
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
岡
山
で
、
こ

の
度
初
め
て
地
元
を
離
れ
て
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
で
す
。
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
が
好
き
な
の

で
、
丸
亀
の
お
す
す
め
の
お
店

が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
下
さ

い
。
小
さ
い
頃
か
ら
剣
道
を
し

て
き
ま
し
た
。
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

剣
道
談
義
が
で
き
る
方
お
待
ち

し
て
い
ま
す（
笑
）。
患
者
様
に

寄
り
添
っ
た
医
療
を
心
が
け
て

診
療
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
４

月
よ
り
香
川
県
立
中
央
病
院
か

ら
労
災
病
院
へ
赴
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
三
浦
佑
樹
と
申

し
ま
す
。
休
日
は
、
妻
と
娘
と

近
く
の
公
園
へ
出
か
け
た
り
な

ど
し
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

形
成
外
科
で
は
、
皮
膚
腫
瘍

の
切
除
か
ら
眼
瞼
下
垂
、
そ
の

他
傷
の
治
療
、
悪
性
腫
瘍
の
再

建
、
リ
ン
パ
浮
腫
な
ど
様
々
な

治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
少

し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
３
年

４
月
よ
り
産
婦
人
科
へ
赴
任
し

ま
し
た
清
時
と
申
し
ま
す
。
福

岡
県
出
身
で
、
岡
山
大
学
を
卒

業
し
た
の
ち
、
岡
山
県
や
兵
庫

県
の
複
数
の
病
院
で
勤
務
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
香
川
県
で

の
生
活
は
初
め
て
で
す
。
昨
年

度
ま
で
は
大
阪
の
大
阪
中
央
病

院
と
い
う
と
こ
ろ
で
腹
腔
鏡
手

術
の
修
練
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
の
少

な
い
腹
腔
鏡
手
術
を
香
川
で
も

行
い
、
少
し
で
も
患
者
様
の
た

め
に
な
る
治
療
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
３
月
よ
り
耳
鼻
咽

喉
科
・
頭
頸
部
外
科
へ
着
任
い

た
し
ま
し
た
、
宮
本
翔
太
郎
と

申
し
ま
す
。

　

出
身
は
鳥
取
県
鳥
取
市
で
、

本
年
２
月
ま
で
は
岡
山
大
学
病

院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

四
国
は
初
め
て
に
な
る
の
で
す

が
、
労
災
病
院
の
周
辺
は
丸
亀

城
の
城
下
町
で
あ
り
、
実
家
が

鳥
取
城（
丸
亀
城
と
違
い
城
跡
し

か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が…

）の
近
く

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
勝
手
に
親

近
感
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
若

輩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
１
日
も

早
く
労
災
病
院
そ
し
て
中
讃
地

域
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
、
研

鑽
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
耳
・

鼻
・
の
ど
の
症
状
で
お
困
り
の

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

外科医師

大谷 朋子
とも こおお たに

整形外科医師

金子 倫也
みち やかね  こ

整形外科医師

宇津 朋生
とも きう　　づ

整形外科医師

梶木 遼太郎
りょう た ろうかじ き

形成外科医師

三浦 佑樹
ゆう きみう ら

産婦人科医師

清時 毅典
たか のりきよ とき

耳鼻咽喉科・頭頚部外科医師

宮本 翔太郎
しょう た ろうみや もと
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４
月
か
ら
２
度
目
の
赴
任
と

な
り
ま
し
た
、
麻
酔
科
の
眞
鍋

と
申
し
ま
す
。
今
ま
で
香
川
大

学
医
学
部
附
属
病
院
や
四
国
こ

ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ

ー
で
勤
務
経
験
が
あ
り
麻
酔
・

救
急
・
集
中
治
療
を
専
門
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
が
あ
る
と
お
も

い
ま
す
が
、
香
川
・
丸
亀
の
医

療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
内
科
の
大
丸

隼
人
と
申
し
ま
す
。
昨
年
度
は

観
音
寺
市
の
三
豊
総
合
病
院
で

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
出
身

地
は
岡
山
市
で
す
。
出
身
大
学

は
岡
山
大
学
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
ま
だ
ま
だ
大
変
な

生
活
が
続
く
と
は
思
い
ま
す
が

仕
事
も
頑
張
り
、
丸
亀
市
で
の

生
活
も
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
２
０
２
１

年
４
月
よ
り
泌
尿
器
科
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
平
岡
悠
飛
と

申
し
ま
す
。
広
島
で
生
ま
れ
育

ち
、
岡
山
大
学
を
卒
業
後
は
岡

山
医
療
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
香
川
で
暮
ら
す
の

は
初
め
て
で
、
新
天
地
で
新
し

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
泌

尿
器
科
医
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
が
、
早
く
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
、

日
々
学
ん
で
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
令
和
３
年

４
月
よ
り
赴
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
後
期
レ
ジ
デ
ン
ト

の
小
川
洋
平
と
申
し
ま
す
。
大

学
時
代
は
水
泳
部
に
所
属
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前

ま
で
は
よ
く
泳
ぎ
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

出
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

体
が
な
ま
っ
て
い
る
の
で
、
収

束
し
た
ら
ジ
ム
や
プ
ー
ル
に
行

っ
て
体
を
鍛
え
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
も
と
も
と
出
身
は

鹿
児
島
県
の
田
舎
の
出
身
で
の

ん
び
り
過
ご
し
て
き
た
の
で
、

性
格
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
仕
事
の
時
は
テ

キ
パ
キ
と
患
者
様
の
た
め
に
働

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

6

編
集
だ
よ
り安

川　

芽
衣

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員

　

少
し
ず
つ
日
差
し
が
暖

か
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
冬
は
皆
様
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
へ
の
ご
協
力
に
よ

り
、
例
年
ほ
ど
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
流
行
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
つ
い
外
に
出
か

け
た
く
な
る
季
節
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
気
を
引
き
し
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

広
報
誌
「
い
ぶ
き
」
で

は
、
地
域
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
要
望
、
そ
し
て
ご
感
想

な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

沈丁花（じんちょうげ）
ジンチョウゲ科・
ジンチョウゲ属

西4病棟看護師・髙橋希巳江
　原産は中国、3～4月開花しま
す。夏の梔子（クチナシ）、秋の
金木犀（キンモクセイ）と共に、
香りが良いことで有名な三大香
木の一つです。花言葉は「栄光
・勝利・永遠」など、12/15・
2/10・2/23の誕生花です。

麻酔科医師

眞鍋 亜里沙
ま　なべ あ　り　さ

循環器内科医師

大丸 隼人
はや とおお まる

泌尿器科医師

平岡 悠飛
ゆう ひひら おか

外科医師

小川 洋平
よう へいお がわ

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
大
流
行
に
よ
り
、
私

た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
仕
事
に
お
い
て
も
人

と
会
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
巣

ご
も
り
生
活
と
呼
ば
れ
る
生
活

様
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
結
果

的
に
活
動
量
が
へ
り
、
体
重
が

増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

体
重
の
増
加
は
内
臓
脂
肪
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
脂

肪
肝
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
で
は
脂

肪
肝
か
ら
肝
硬
変
、
肝
臓
癌
に

な
る
患
者
さ
ん
が
非
常
に
増
え

て
い
ま
す
の
で
体
重
の
増
加
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
外
を
出

歩
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
早
朝
な
ど
の
人
が

少
な
い
時
間
を
見
計
ら
っ
て
体

を
動
か
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
そ
の
際
の
注
意
点
と

し
て
は
、
激
し
い
運
動
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
連
続

し
て
20
分
以
上
運
動
を
続
け
な

い
と
脂
肪
が
燃
え
ま
せ
ん
の
で
、

20
分
以
上
継
続
で
き
る
運
動
が

お
薦
め
で
す
。
現
在
当
院
で
は

面
会
制
限
な
ど
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
肝
臓
病
教
室
も
開
催

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
た
際
に
は
す
ぐ
に
開

催
で
き
る
様
に
準
備
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
た
皆
さ
ん
に

お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
少

し
ず
つ
運
動
を
続
け
な
が
ら
、

元
気
で
す
ご
し
ま
し
ょ
う
！

出
口　

章
広

消
化
器
内
科
部
長

肝
臓
病
教
室

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
常
生
活
に
つ
い
て


